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　本定例会では、条例の一部改正、令和５年度一般会計補正予算など、14件の議案について審議を行い、
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日田市高齢者生活福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について

工事委託契約の締結について

専決処分（令和５年度日田市一般会計補正予算（第３号））の承認について

専決処分（令和５年度日田市下水道事業会計補正予算（第１号））の承認について

令和５年度日田市一般会計補正予算（第４号）

日田市教育委員会教育長の任命について 

日田市教育委員会委員の任命について 

人権擁護委員の推薦について 

令和４年度日田市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度日田市公営企業会計決算の認定について

消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書の提出を求める請願

日田市議会決算審査特別委員会の設置について

議員派遣の件について

議案番号 議決結果件　　　　　　　　　　　　　名

9/4～9/25　22日間令和５年 第３回（９月）定例会｢消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書の
提出を求める請願」に対する賛否の主な討論の内容

■請願第３号（賛成討論）
　インボイス制度は、登録番号や税率、税額などが書かれた請求書、インボイスがなければ、消費
税の仕入れ税額控除を認めないという新たな方式である。インボイスを発行できるのは、税務署か
らインボイス登録を受け、登録番号を取得した消費税課税業者のみであることから、免税業者は、
取引先から課税業者へ変わるよう迫られる。しかし、納税業者になると、重い納税の負担がかか
り、免税業者のままだと、取引から外されるおそれがあることから地獄の選択が迫られる。この制
度の周知・広報においては、導入の４か月前に過去にない大規模な広報活動を行っており、いかに
浸透していないかを国が認めている。いまだに浸透していないこの制度の導入に踏み切れば、来年
の確定申告の時期には大混乱が起こることが目に見えていることなどから賛成するもの。

■請願第３号（反対討論）
　インボイス制度の導入には様々なメリットがある。まずは、経理に係る複数税率の仕分の手間が
省ける。消費税率は、標準税率の10％と、軽減税率の８％があるが、インボイスがあれば、複数税
率の下でも、消費税額を正確に把握することができるため、仕入れに係る控除税額が、効率的に計
算できる。更に、事業者間の取引で、適正な価格転嫁をスムーズに進めることが期待できること
や、従来は発注先との関係で、交渉力の弱い下請業者は、取引価格に消費税分を上乗せできないこ
とが多かったが、インボイスによって税額が明示されれば、価格交渉を有利に進めることができ
る。もう一つは、免税事業者との取引について、消費者が支払った消費税が適正に納付されず、事
業者の手元に残る、いわゆる益税の解消につながる。消費者が支払った消費税が国に納められるこ
とで、より公正な税制となり、消費税に対する信頼は一層高まることから反対するもの。

■請願第３号（賛成討論）
　インボイス制度は、売上げが1,000万円以下の事業者、いわゆる免税事業者に本年10月１日か
ら、納税義務を課すもの。免税事業者は、この制度に加入すると、消費税として、年間の売上げか
ら、原価、経費を差し引いた、いわゆる粗利、付加価値に11分の１の税率を課税する。一方、加入
しない事業者と、元請事業者との関係性では、元請事業者は未加入事業者に支払った分の仕入れ税
額控除が受けられなくなる。この制度は、単に消費税の増税ということだけではなく、実は社会全
体における賃金減少、物価の高騰、経済の低迷、雇用の崩壊を招くことから、今、政府がやるべき
ことは、財政規律の凍結と消費税の減税であり、まずは景気経済の立て直しであると考えることか
ら賛成するもの。

■請願第３号（反対討論）
　インボイス制度は、４年間の準備期間を経て、今年10月からの実施が既に決定している。この制
度導入後は、６年間の税負担軽減措置があり、適用税率ごとの消費税額が明確化され、仕入れ税額
の控除が正確に速やかに行えるようになる。更に、事業者間との取引においては、交渉力の弱い下
請業者が、取引価格に消費税を上乗せできない場合があるが、この制度の導入により、税額を明示
することで、適正な価格転嫁がスムーズに進むと期待ができることから反対するもの。

■請願第３号（反対討論）
　本制度の導入は、物価高騰で厳しい経営環境を強いられている事業者にとって、経営を直撃するも
のであり、コロナ禍で沈んだ地域経済を活性化させていく上でも、インボイス制度は導入すべきでは
ないと考える。しかし、国は既に、本年10月からこの制度を実施するとしており、実施延期を求め
たとしても、実施を延期させることは、現実的に困難であることから、国会または関係機関に対し、
制度の実施延期を求める意見書の提出を求めることは、妥当ではないことから反対するもの。
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※2  議長（三苫誠）は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は表決に加わりません。
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9/4～9/25　22日間令和５年 第３回（９月）定例会｢消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書の
提出を求める請願」に対する賛否の主な討論の内容

■請願第３号（賛成討論）
　インボイス制度は、登録番号や税率、税額などが書かれた請求書、インボイスがなければ、消費
税の仕入れ税額控除を認めないという新たな方式である。インボイスを発行できるのは、税務署か
らインボイス登録を受け、登録番号を取得した消費税課税業者のみであることから、免税業者は、
取引先から課税業者へ変わるよう迫られる。しかし、納税業者になると、重い納税の負担がかか
り、免税業者のままだと、取引から外されるおそれがあることから地獄の選択が迫られる。この制
度の周知・広報においては、導入の４か月前に過去にない大規模な広報活動を行っており、いかに
浸透していないかを国が認めている。いまだに浸透していないこの制度の導入に踏み切れば、来年
の確定申告の時期には大混乱が起こることが目に見えていることなどから賛成するもの。

■請願第３号（反対討論）
　インボイス制度の導入には様々なメリットがある。まずは、経理に係る複数税率の仕分の手間が
省ける。消費税率は、標準税率の10％と、軽減税率の８％があるが、インボイスがあれば、複数税
率の下でも、消費税額を正確に把握することができるため、仕入れに係る控除税額が、効率的に計
算できる。更に、事業者間の取引で、適正な価格転嫁をスムーズに進めることが期待できること
や、従来は発注先との関係で、交渉力の弱い下請業者は、取引価格に消費税分を上乗せできないこ
とが多かったが、インボイスによって税額が明示されれば、価格交渉を有利に進めることができ
る。もう一つは、免税事業者との取引について、消費者が支払った消費税が適正に納付されず、事
業者の手元に残る、いわゆる益税の解消につながる。消費者が支払った消費税が国に納められるこ
とで、より公正な税制となり、消費税に対する信頼は一層高まることから反対するもの。

■請願第３号（賛成討論）
　インボイス制度は、売上げが1,000万円以下の事業者、いわゆる免税事業者に本年10月１日か
ら、納税義務を課すもの。免税事業者は、この制度に加入すると、消費税として、年間の売上げか
ら、原価、経費を差し引いた、いわゆる粗利、付加価値に11分の１の税率を課税する。一方、加入
しない事業者と、元請事業者との関係性では、元請事業者は未加入事業者に支払った分の仕入れ税
額控除が受けられなくなる。この制度は、単に消費税の増税ということだけではなく、実は社会全
体における賃金減少、物価の高騰、経済の低迷、雇用の崩壊を招くことから、今、政府がやるべき
ことは、財政規律の凍結と消費税の減税であり、まずは景気経済の立て直しであると考えることか
ら賛成するもの。

■請願第３号（反対討論）
　インボイス制度は、４年間の準備期間を経て、今年10月からの実施が既に決定している。この制
度導入後は、６年間の税負担軽減措置があり、適用税率ごとの消費税額が明確化され、仕入れ税額
の控除が正確に速やかに行えるようになる。更に、事業者間との取引においては、交渉力の弱い下
請業者が、取引価格に消費税を上乗せできない場合があるが、この制度の導入により、税額を明示
することで、適正な価格転嫁がスムーズに進むと期待ができることから反対するもの。

■請願第３号（反対討論）
　本制度の導入は、物価高騰で厳しい経営環境を強いられている事業者にとって、経営を直撃するも
のであり、コロナ禍で沈んだ地域経済を活性化させていく上でも、インボイス制度は導入すべきでは
ないと考える。しかし、国は既に、本年10月からこの制度を実施するとしており、実施延期を求め
たとしても、実施を延期させることは、現実的に困難であることから、国会または関係機関に対し、
制度の実施延期を求める意見書の提出を求めることは、妥当ではないことから反対するもの。
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請願第3号

日田市立認定こども園の設置及び管理に関する条例及び日田市立小規模保育園の設置及
び管理に関する条例の一部改正について



【一般質問】

市政に反映　　　　皆さんの声
市政に反映　　　　皆さんの声
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　令和５年第３回定例会では、９月11、12、13日の３日間にわたり一般質問が行われ、
16人の議員が諸問題について質問しました。それぞれの質問の中から、その要旨をお知
らせします。

　会議は、公開を原則としていますので、どなたでも傍聴するこ
とができます。車いす（３台分）での傍聴もできます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

5ひた市議会だより　2023.10

議会をご覧になりませんか

4 ひた市議会だより　2023.10

質
問

　
令
和
６
年
度
の
実
施
に
向
け
て
作
業

を
進
め
て
い
る

回
答

　
進
撃
の
巨
人
観
光
ツ
ア
ー
は
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
に
な
ら
な
い
か
？

質
問

　
体
験
型
の
返
礼
品
と
し
て
積
極
的
に

検
討
す
る

回
答

新世ひた　居川　太城 議員一般質問の様子

【一般質問】
質
問
　
市
長
は
議
会
と
の
関
係
を
ど

う
考
え
る
か
。

市
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
切
磋
琢

磨
し
、
市
政
の
振
興
発
展
の
た
め
緊

張
感
を
持
っ
て
建
設
的
議
論
が
行
わ

れ
る
関
係
性
を
持
と
う
と
思
う
。

質
問
　
進
撃
の
巨
人
を
生
か
し
た
観

光
ツ
ア
ー
を
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

部
長
　
進
撃
の
巨
人
に
よ
る
経
済
効

果
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

体
験
型
の
返
礼
品
と
し
て
の
登
録
を

積
極
的
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
単
行

本
が
世
界
中
で
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
も
誘
客
で
き
る

重
要
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
捉
え

て
い
る
。

質
問
　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

運
営
の
入
札
公
告
が
延
期
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
財
政
へ
の
影
響

は
何
か
。

部
長
　
当
初
の
公
募
に
よ
る
見
積
額

が
高
額
で
あ
っ
た
た
め
再
見
積
を
実

施
し
た
。
そ
の
た
め
延
期
と
な
っ
た
。

ま
た
事
業
費
及
び
運
営
費
は
予
算
規

模
が
大
き
く
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

新世ひた　石橋　邦彦 議員
進撃の巨人
IN HITA

ミュージアム

【一般質問】
質
問
　
県
知
事
と
18
市
町
村
長
は
８

月
28
日
、
東
九
州
新
幹
線
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
一
致
し
た
。

東
九
州
新
幹
線
の
ル
ー
ト
が
JR
久
大

本
線
で
進
ん
だ
場
合
、
JR
久
大
本
線

の
維
持
は
自
治
体
に
押
し
つ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
平
成
16
年
に
開
業
し
た
九
州

新
幹
線
は
、
八
代
駅
か
ら
川
内
駅
の

間
が
、
沿
線
自
治
体
が
出
資
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
に
経
営
移
管
さ
れ
た
。

し
か
し
、
JR
久
大
本
線
は
通
勤
、
通

学
、
観
光
面
で
も
重
要
な
路
線
で
あ

り
、
JR
九
州
に
よ
る
維
持
を
強
く
働

き
か
け
た
い
。

質
問
　
東
九
州
新
幹
線
建
設
の
負
担

割
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長
　
先
日
の
会
議
は
議
題
も
多
く

細
か
な
議
論
は
な
か
っ
た
。

質
問
　
と
に
か
く
夢
を
も
っ
て
実
現

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。

財
源
の
話
は
抜
き
と
い
う
こ
と
か
。

市
長
　
先
日
の
会
議
で
、
在
来
線
の

維
持
と
地

元
負
担
は

課
題
と
発

言
し
た
。

詳
細
な
議

論
は
、
こ

れ
か
ら
だ
。

日本共産党　日隈　知重 議員予想されるルート

　
東
九
州
新
幹
線
建
設
の
負
担
割
合
は

ど
う
な
る
か
？

質
問

　
先
日
の
会
議
は
議
題
も
多
く
、
細
か

な
議
論
は
な
か
っ
た

回
答



【一般質問】

市政に反映　　　　皆さんの声
市政に反映　　　　皆さんの声

　
給
食
費
完
全
無
償
化
へ
の
具
体
的
な

時
期
は
？

質
問
　
給
食
費
完
全
無
償
化
へ
の
具

体
的
な
計
画
と
財
源
は
何
を
想
定
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
具
体
的
な
計
画
は
令
和
６
年

度
の
実
施
に
向
け
て
予
算
編
成
作
業

を
進
め
て
お
り
今
後
、
内
容
は
詰
め

て
い
く
。
財
源
に
つ
い
て
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
増
額
を
掲
げ
て
い
る
が
、

市
の
歳
入
全
体
の
中
で
考
え
る
。
市

全
体
事
業
の
整
理
も
併
せ
て
実
施
し

て
い
く
事
で
財
源
の
確
保
・
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
財
源
に
充
て
る
ふ
る
さ
と
納

税
の
経
費
削
減
策
を
職
員
と
と
も
に

練
り
上
げ
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
特
に
申
込
み
の
多
い
返
礼
品

に
つ
い
て
適
正
な
寄
附
金
額
と
な
る

よ
う
設
定
を
行
う
事
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
検
討
し
て
い
る
方
の
目
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
す
た
め
に
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
増
や
す
事
、
寄
附
者
の
嗜

好
に
合
っ
た
商
品
を
返
礼
品
と
し
て

新
規
に
登
録
を
進
め
る
事
、
更
に
は

寄
附
金
額
が
増
え
て
い
る
市
町
村
を

参
考
に
新

た
な
取
組

を
検
討
し

て
い
る
。

　令和５年第３回定例会では、９月11、12、13日の３日間にわたり一般質問が行われ、
16人の議員が諸問題について質問しました。それぞれの質問の中から、その要旨をお知
らせします。

　会議は、公開を原則としていますので、どなたでも傍聴するこ
とができます。車いす（３台分）での傍聴もできます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

5ひた市議会だより　2023.10

議会をご覧になりませんか

4 ひた市議会だより　2023.10

質
問

　
令
和
６
年
度
の
実
施
に
向
け
て
作
業

を
進
め
て
い
る

回
答

　
進
撃
の
巨
人
観
光
ツ
ア
ー
は
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
に
な
ら
な
い
か
？

質
問

　
体
験
型
の
返
礼
品
と
し
て
積
極
的
に

検
討
す
る

回
答

新世ひた　居川　太城 議員一般質問の様子

【一般質問】
質
問
　
市
長
は
議
会
と
の
関
係
を
ど

う
考
え
る
か
。

市
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
切
磋
琢

磨
し
、
市
政
の
振
興
発
展
の
た
め
緊

張
感
を
持
っ
て
建
設
的
議
論
が
行
わ

れ
る
関
係
性
を
持
と
う
と
思
う
。

質
問
　
進
撃
の
巨
人
を
生
か
し
た
観

光
ツ
ア
ー
を
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

部
長
　
進
撃
の
巨
人
に
よ
る
経
済
効

果
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

体
験
型
の
返
礼
品
と
し
て
の
登
録
を

積
極
的
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
単
行

本
が
世
界
中
で
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
も
誘
客
で
き
る

重
要
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
捉
え

て
い
る
。

質
問
　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

運
営
の
入
札
公
告
が
延
期
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
財
政
へ
の
影
響

は
何
か
。

部
長
　
当
初
の
公
募
に
よ
る
見
積
額

が
高
額
で
あ
っ
た
た
め
再
見
積
を
実

施
し
た
。
そ
の
た
め
延
期
と
な
っ
た
。

ま
た
事
業
費
及
び
運
営
費
は
予
算
規

模
が
大
き
く
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

新世ひた　石橋　邦彦 議員
進撃の巨人
IN HITA

ミュージアム

【一般質問】
質
問
　
県
知
事
と
18
市
町
村
長
は
８

月
28
日
、
東
九
州
新
幹
線
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
一
致
し
た
。

東
九
州
新
幹
線
の
ル
ー
ト
が
JR
久
大

本
線
で
進
ん
だ
場
合
、
JR
久
大
本
線

の
維
持
は
自
治
体
に
押
し
つ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
平
成
16
年
に
開
業
し
た
九
州

新
幹
線
は
、
八
代
駅
か
ら
川
内
駅
の

間
が
、
沿
線
自
治
体
が
出
資
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
に
経
営
移
管
さ
れ
た
。

し
か
し
、
JR
久
大
本
線
は
通
勤
、
通

学
、
観
光
面
で
も
重
要
な
路
線
で
あ

り
、
JR
九
州
に
よ
る
維
持
を
強
く
働

き
か
け
た
い
。

質
問
　
東
九
州
新
幹
線
建
設
の
負
担

割
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長
　
先
日
の
会
議
は
議
題
も
多
く

細
か
な
議
論
は
な
か
っ
た
。

質
問
　
と
に
か
く
夢
を
も
っ
て
実
現

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。

財
源
の
話
は
抜
き
と
い
う
こ
と
か
。

市
長
　
先
日
の
会
議
で
、
在
来
線
の

維
持
と
地

元
負
担
は

課
題
と
発

言
し
た
。

詳
細
な
議

論
は
、
こ

れ
か
ら
だ
。

日本共産党　日隈　知重 議員予想されるルート

　
東
九
州
新
幹
線
建
設
の
負
担
割
合
は

ど
う
な
る
か
？

質
問

　
先
日
の
会
議
は
議
題
も
多
く
、
細
か

な
議
論
は
な
か
っ
た

回
答



67ひた市議会だより　2023.10 ひた市議会だより　2023.10

【一般質問】
質
問
　
不
登
校
の
原
因
に
登
校
意
欲

の
減
衰
と
あ
る
が
、
何
か
対
策
し
て

い
る
か
。

部
長
　
児
童
会
、
生
徒
会
活
動
や
人

間
関
係
作
り
の
充
実
を
は
か
っ
て
い

る
。

質
問
　
不
登
校
に
対
応
し
て
い
る
市

の
施
設
の
数
は
い
く
つ
あ
る
か
。

部
長
　
一
つ
あ
る
。

質
問
　
一
つ
で
は
選
択
肢
が
な
く
多

様
と
は
言
い
難
い
が
、
市
は
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

部
長
　
市
以
外
の
施
設
な
ど
も
案
内

す
る
事
で
選
択
肢
を
示
し
て
い
る
。

今
後
も
児
童
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
の
在
り
方

を
探
る
。

質
問
　
他
市
で
は
世
界
的
に
有
名
な

ゲ
ー
ム
で
あ
る
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
を

授
業
に
導
入
し
学
校
に
魅
力
を
持
て

る
よ
う
に
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
別

の
形
で
も
よ
い
の
で
、
児
童
生
徒
の

関
心
を
引
く
授
業
を
工
夫
し
、
行
き

た
く
な
る
学
校
づ
く
り
を
期
待
す
る
。

市政クラブ　崎尾　亮介 議員

【一般質問】
質
問
　
新
市
長
の
五
つ
の
公
約
実
行

の
た
め
の
事
業
実
施
に
向
け
た
予
算

措
置
や
職
員
配
置
に
つ
い
て
基
本
的

な
考
え
方
を
問
う
。

市
長
　
公
約
の
実
行
に
伴
う
新
規
事

業
の
予
算
計
上
に
つ
い
て
は
、
内
容
、

費
用
、
財
源
に
つ
い
て
十
分
な
議
論

と
精
査
を
行
い
、
真
に
必
要
な
予
算

を
基
本
的
に
は
通
年
予
算
と
し
て
当

初
予
算
で
計
上
し
た
い
。
ま
た
、
各

種
事
務
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
に
は
、

限
ら
れ
た
人
員
を
有
効
に
配
置
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
も
、
日
頃

か
ら
事
務
事
業
の
優
先
度
を
点
検
し
、

仕
事
を
減
ら
す
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
進
め

る
中
で
、
事
業
量
に
見
合
っ
た
人
員

配
置
に
努
め
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
五
つ
の
公
約
の
具

体
的
な
施
策
や
、
職
員
の
仕
事
へ
取

り
組
む
姿
勢
等
に
つ
い
て
市
長
の
見

解
や
、
令
和
５
年
梅
雨
前
線
に
伴
う

大
雨
災
害
の
、
特
に
小
野
地
区
に
お

け
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

市民クラブ　井上　正一郎 議員

【一般質問】
質
問
　
野
良
猫
の
苦
情
が
あ
っ
た
場

合
、
ど
の
様
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
。
　

部
長
　
ま
ず
は
、
環
境
課
窓
口
で
対

応
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
西
部
保
健

所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　
猫
の
殺
処
分
数
は
、
令
和
３

年
度
で
は
、
３
５
８
匹
と
九
州
で
２

番
目
に
多
い
数
で
、
６
割
が
子
猫
で

あ
っ
た
。
猫
は
繁
殖
能
力
が
高
い
か

ら
で
あ
る
。
市
と
し
て
繁
殖
制
限
に

関
す
る
政
策
は
あ
る
か
。
　

部
長
　
現
在
は
な
い
が
、
西
部
保
健

所
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
新
た
な
猫

の
不
妊
去
勢
手
術
助
成
事
業
の
活
用

に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
　

質
問
　
責
任
を
持
て
な
い
命
を
つ
く

ら
な
い
様
に
す
る
事
。
そ
し
て
、
人

の
道
徳
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
一
代
限
り
の
命
と
し
て
地
域

猫
を
見
守
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し

繁
殖
制
限

を
促
進
し

て
い
く
。

新世ひた　佐藤　孝彰 議員さくら猫

【一般質問】
質
問
　
市
長
は
給
食
費
無
償
化
を
、

今
年
度
か
ら
始
め
た
い
と
言
っ
て
い

た
が
、
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
市
民
の
期
待
が
大
き
か
っ
た

の
で
少
し
で
も
早
く
と
い
う
思
い
は

あ
っ
た
が
、
補
正
予
算
で
は
財
源
が

限
ら
れ
る
し
、
７
月
の
災
害
対
策
を

最
優
先
し
た
。

質
問
　
豪
雨
で
農
地
・
農
業
用
施
設

が
被
災
し
た
。
復
旧
は
激
甚
指
定
さ

れ
国
の
補
助
率
は
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
農
家
負
担
が
大
き
い
。
国
は

「
国
の
補
助
の
残
り
は
自
治
体
が
す

べ
て
負
担
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る｣

と
述
べ
て
い
る
。
復
旧
費
の
農
家
負

担
を
軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
自
然
災
害
や
農
家
の
高
齢
化
、

ま
た
県
内
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
て

農
家
等
の
負
担
に
つ
い
て
今
後
検
証

す
る
。

質
問
　
花
月
川
河
川
改
修
と
交
通
量

調
査
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
用
地
協
議
は
68
％
出
来
た
。

交
通
量
調
査
は

天
領
ま
つ
り
が

残
っ
て
い
る
。

調
査
が
終
わ
っ

て
仮
橋
設
置
の

検
討
も
併
せ
て

協
議
す
る
。

日本共産党　大谷　敏彰 議員

　
不
登
校
の
対
応
施
設
は
十
分
か
？

　
行
き
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
に
期
待

質
問

　
市
の
施
設
は
一
つ
だ
が
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
支
援
の
在
り
方
を
探
る

回
答

　
新
市
長
の
公
約
の
実
現
に
向
け
た
予

算
や
人
員
配
置
の
考
え
方
は
？

質
問

　
新
規
事
業
予
算
は
基
本
的
に
通
年
予

算
と
し
て
当
初
予
算
で
計
上
す
る

回
答

　
野
良
猫
の
問
題
は
、
繁
殖
制
限
の
取

組
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

質
問

　
関
係
機
関
と
連
携
し
て
繁
殖
制
限
を

促
進
し
て
い
く

回
答

　
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
は
い
つ

か
ら
始
め
る
の
か
？

質
問

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
実
施
で
準
備
を

し
て
い
る

回
答
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【一般質問】
質
問
　
不
登
校
の
原
因
に
登
校
意
欲

の
減
衰
と
あ
る
が
、
何
か
対
策
し
て

い
る
か
。

部
長
　
児
童
会
、
生
徒
会
活
動
や
人

間
関
係
作
り
の
充
実
を
は
か
っ
て
い

る
。

質
問
　
不
登
校
に
対
応
し
て
い
る
市

の
施
設
の
数
は
い
く
つ
あ
る
か
。

部
長
　
一
つ
あ
る
。

質
問
　
一
つ
で
は
選
択
肢
が
な
く
多

様
と
は
言
い
難
い
が
、
市
は
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

部
長
　
市
以
外
の
施
設
な
ど
も
案
内

す
る
事
で
選
択
肢
を
示
し
て
い
る
。

今
後
も
児
童
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
の
在
り
方

を
探
る
。

質
問
　
他
市
で
は
世
界
的
に
有
名
な

ゲ
ー
ム
で
あ
る
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
を

授
業
に
導
入
し
学
校
に
魅
力
を
持
て

る
よ
う
に
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
別

の
形
で
も
よ
い
の
で
、
児
童
生
徒
の

関
心
を
引
く
授
業
を
工
夫
し
、
行
き

た
く
な
る
学
校
づ
く
り
を
期
待
す
る
。

市政クラブ　崎尾　亮介 議員

【一般質問】
質
問
　
新
市
長
の
五
つ
の
公
約
実
行

の
た
め
の
事
業
実
施
に
向
け
た
予
算

措
置
や
職
員
配
置
に
つ
い
て
基
本
的

な
考
え
方
を
問
う
。

市
長
　
公
約
の
実
行
に
伴
う
新
規
事

業
の
予
算
計
上
に
つ
い
て
は
、
内
容
、

費
用
、
財
源
に
つ
い
て
十
分
な
議
論

と
精
査
を
行
い
、
真
に
必
要
な
予
算

を
基
本
的
に
は
通
年
予
算
と
し
て
当

初
予
算
で
計
上
し
た
い
。
ま
た
、
各

種
事
務
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
に
は
、

限
ら
れ
た
人
員
を
有
効
に
配
置
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
も
、
日
頃

か
ら
事
務
事
業
の
優
先
度
を
点
検
し
、

仕
事
を
減
ら
す
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
進
め

る
中
で
、
事
業
量
に
見
合
っ
た
人
員

配
置
に
努
め
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
五
つ
の
公
約
の
具

体
的
な
施
策
や
、
職
員
の
仕
事
へ
取

り
組
む
姿
勢
等
に
つ
い
て
市
長
の
見

解
や
、
令
和
５
年
梅
雨
前
線
に
伴
う

大
雨
災
害
の
、
特
に
小
野
地
区
に
お

け
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

市民クラブ　井上　正一郎 議員

【一般質問】
質
問
　
野
良
猫
の
苦
情
が
あ
っ
た
場

合
、
ど
の
様
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
。
　

部
長
　
ま
ず
は
、
環
境
課
窓
口
で
対

応
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
西
部
保
健

所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　
猫
の
殺
処
分
数
は
、
令
和
３

年
度
で
は
、
３
５
８
匹
と
九
州
で
２

番
目
に
多
い
数
で
、
６
割
が
子
猫
で

あ
っ
た
。
猫
は
繁
殖
能
力
が
高
い
か

ら
で
あ
る
。
市
と
し
て
繁
殖
制
限
に

関
す
る
政
策
は
あ
る
か
。
　

部
長
　
現
在
は
な
い
が
、
西
部
保
健

所
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
新
た
な
猫

の
不
妊
去
勢
手
術
助
成
事
業
の
活
用

に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
　

質
問
　
責
任
を
持
て
な
い
命
を
つ
く

ら
な
い
様
に
す
る
事
。
そ
し
て
、
人

の
道
徳
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
一
代
限
り
の
命
と
し
て
地
域

猫
を
見
守
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し

繁
殖
制
限

を
促
進
し

て
い
く
。

新世ひた　佐藤　孝彰 議員さくら猫

【一般質問】
質
問
　
市
長
は
給
食
費
無
償
化
を
、

今
年
度
か
ら
始
め
た
い
と
言
っ
て
い

た
が
、
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
市
民
の
期
待
が
大
き
か
っ
た

の
で
少
し
で
も
早
く
と
い
う
思
い
は

あ
っ
た
が
、
補
正
予
算
で
は
財
源
が

限
ら
れ
る
し
、
７
月
の
災
害
対
策
を

最
優
先
し
た
。

質
問
　
豪
雨
で
農
地
・
農
業
用
施
設

が
被
災
し
た
。
復
旧
は
激
甚
指
定
さ

れ
国
の
補
助
率
は
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
農
家
負
担
が
大
き
い
。
国
は

「
国
の
補
助
の
残
り
は
自
治
体
が
す

べ
て
負
担
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る｣

と
述
べ
て
い
る
。
復
旧
費
の
農
家
負

担
を
軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
自
然
災
害
や
農
家
の
高
齢
化
、

ま
た
県
内
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
て

農
家
等
の
負
担
に
つ
い
て
今
後
検
証

す
る
。

質
問
　
花
月
川
河
川
改
修
と
交
通
量

調
査
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
用
地
協
議
は
68
％
出
来
た
。

交
通
量
調
査
は

天
領
ま
つ
り
が

残
っ
て
い
る
。

調
査
が
終
わ
っ

て
仮
橋
設
置
の

検
討
も
併
せ
て

協
議
す
る
。

日本共産党　大谷　敏彰 議員

　
不
登
校
の
対
応
施
設
は
十
分
か
？

　
行
き
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
に
期
待

質
問

　
市
の
施
設
は
一
つ
だ
が
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
支
援
の
在
り
方
を
探
る

回
答

　
新
市
長
の
公
約
の
実
現
に
向
け
た
予

算
や
人
員
配
置
の
考
え
方
は
？

質
問

　
新
規
事
業
予
算
は
基
本
的
に
通
年
予

算
と
し
て
当
初
予
算
で
計
上
す
る

回
答

　
野
良
猫
の
問
題
は
、
繁
殖
制
限
の
取

組
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

質
問

　
関
係
機
関
と
連
携
し
て
繁
殖
制
限
を

促
進
し
て
い
く

回
答

　
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
は
い
つ

か
ら
始
め
る
の
か
？

質
問

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
実
施
で
準
備
を

し
て
い
る

回
答
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【一般質問】
質
問
　
過
去
３
年
間
で
、
企
業
誘
致

の
問
合
せ
が
何
件
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

部
長
　
９
件
あ
り
、
残
念
な
が
ら
、

い
ず
れ
も
進
出
は
で
き
な
か
っ
た
。

質
問
　
大
分
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
日

田
事
業
所
内
の
空
き
用
地
に
、
関
連

企
業
進
出
の
相
談
を
す
る
と
の
前
市

長
答
弁
か
ら
３
年
経
つ
が
、
ど
の
様

に
進
展
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
計
画
を
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
等
で
訪
問
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
本
社
訪
問
を
再
開
し
、
設
備
投
資
、

工
場
増
設
等
を
お
願
い
す
る
。

質
問
　
企
業
立
地
推
進
室
が
企
業
立

地
雇
用
労
働
係
に
格
下
げ
に
な
り
、

企
業
誘
致
に
対
す
る
市
の
対
応
が
問

わ
れ
る
中
で
、
こ
の
状
況
を
元
に
戻

す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
伺
う
。

市
長
　
事
務
事
業
の
優
先
度
を
点
検

し
、
職
員
体
制
を
ど
う
執
っ
て
い
く

か
考
え
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
市
長
選
挙
と
災
害

に
つ
い
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
者
の
支

援
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

市政クラブ　原田　裕文 議員

【一般質問】
質
問
　
子
ど
も
総
合
局
は
放
課
後
の

居
場
所
を
担
当
す
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
子
ど
も
総
合
局
は
子
ど
も
政

策
を
担
当
す
る
の
で
、
放
課
後
の
居

場
所
も
担
当
す
る
。

質
問
　
学
校
に
行
か
な
い
児
童
生
徒

の
居
場
所
の
必
要
性
を
伺
う
。

市
長
　
で
き
る
だ
け
多
様
な
居
場
所

が
用
意
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

質
問
　
地
域
に
合
っ
た
形
で
の
、
周

辺
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
現
在
設
立
さ
れ
、
効
果
的
に

活
動
し
て
い
る
住
民
自
治
組
織
や
地

域
団
体
の
在
り
方
を
検
証
し
、
そ
の

地
域
に
あ
っ
た
組
織
体
制
・
運
営
体

制
を
地
域
ご
と
に
住
民
の
方
と
創
っ

て
い
く
。

質
問
　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
移
行

準
備
事
業
の
目
的
を
伺
う
。

部
長
　
生
活
福
祉
に
か
か
わ
る
課
題

が
複
雑
化
・
複
合
化
し
て
き
て
い
る

中
、
従
来
の
支
援
体
制
で
は
ケ
ア
し

に
く
い
ケ
ー
ス
や
表
面
化
し
に
く
い

問
題
に
対
応
す
る
た
め
地
域
共
生
社

会
と
い
う
概
念
に

基
づ
き
、
市
町
村

が
包
括
的
な
支
援

体
制
を
円
滑
に
構

築
、
実
践
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
る
。

市民クラブ　中島　章二 議員

【一般質問】
質
問
　
日
田
市
の
魅
力
を
世
界
に
発

信
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

市
長
　
観
光
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
な
が
ら
私
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
。

質
問
　
東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て
市

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
整
備
計
画
路
線
格
上
げ
を
目

指
し
取
組
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
日
田
市
の
先
人
、
大
鶴
の
井

上
準
之
助
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

に
推
薦
し
、
提
案
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長
　
そ
の
効
果
は
非
常
に
大
き
い

が
知
名
度
的
に
難
し
い
と
考
え
る
。

質
問
　
周
辺
地
域
の
総
合
振
興
を
進

め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
天
ヶ
瀬
温
泉

街
の
復
旧
復
興
を
ど
う
す
る
か
。

市
長
　
重
要
な
観
光
地
で
あ
り
、
被

災
前
以
上
の
温
泉
街
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
む
。

質
問
　
周
辺
地
域
で
の
意
見
や
要
望

と
は
、
ど
ん
な
こ
と
か
。

市
長
　
若
者
が
地
域
に
残
る
、
企
業

誘
致
や
仕
事
の
確
保
、
高
齢
者
の
移

動
な
ど
、
今
後

も
地
域
に
出
向

き
住
民
に
寄
り

添
い
周
辺
地
域

の
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

市政クラブ　岩見　泉哉 議員

【一般質問】
質
問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
お
い
て
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
が
抱
え

る
問
題
点
、
課
題
は
何
か
。

部
長
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
会
計
事
務
や

放
課
後
児
童
支
援
員
の
給
与
計
算
、

支
払
い
な
ど
様
々
な
業
務
が
負
担
に

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

の
一
元
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

市
長
　
運
営
主
体
は
、
市
が
責
任
を
も

っ
て
一
括
し
て
委
託
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
総
合
局
は
組
織
の
変
更
な
の
で
、

で
き
る
だ
け
急
ぐ
予
定
だ
が
少
し
時

間
が
か
か
る
と
考
え
る
。
居
場
所
に

つ
い
て
は
、
総
合
局
の
設
置
を
待
た

ず
に
、
で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
公
園
整
備
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

市政クラブ　中𠩤　晴剛 議員

　レ
デ
ィ
メ
イ
ド
方
式
の
用
地
造
成
へ

の
方
針
転
換
の
考
え
は
な
い
か
？

質
問　レ

デ
ィ
メ
イ
ド
方
式
の
用
地
確
保
も

今
後
考
え
る

回
答

　子
ど
も
総
合
局
の
持
つ
機
能
は
？

質
問　学

校
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
困
り

に
対
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
解
決
に
つ

な
げ
る
機
能
を
持
た
せ
る

回
答

　周
辺
地
域
の
振
興
、
天
ヶ
瀬
温
泉
街

の
復
旧
復
興
を
ど
う
す
る
か
？

質
問　今

後
も
、
地
域
に
出
向
き
、
住
民
に

寄
り
添
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

回
答

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
一
元

化
は
ど
う
進
め
る
か
？

質
問　運

営
主
体
は
市
が
責
任
を
も
っ
て
一

括
し
て
委
託
し
た
い

回
答
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【一般質問】
質
問
　
過
去
３
年
間
で
、
企
業
誘
致

の
問
合
せ
が
何
件
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

部
長
　
９
件
あ
り
、
残
念
な
が
ら
、

い
ず
れ
も
進
出
は
で
き
な
か
っ
た
。

質
問
　
大
分
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
日

田
事
業
所
内
の
空
き
用
地
に
、
関
連

企
業
進
出
の
相
談
を
す
る
と
の
前
市

長
答
弁
か
ら
３
年
経
つ
が
、
ど
の
様

に
進
展
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
計
画
を
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
等
で
訪
問
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
本
社
訪
問
を
再
開
し
、
設
備
投
資
、

工
場
増
設
等
を
お
願
い
す
る
。

質
問
　
企
業
立
地
推
進
室
が
企
業
立

地
雇
用
労
働
係
に
格
下
げ
に
な
り
、

企
業
誘
致
に
対
す
る
市
の
対
応
が
問

わ
れ
る
中
で
、
こ
の
状
況
を
元
に
戻

す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
伺
う
。

市
長
　
事
務
事
業
の
優
先
度
を
点
検

し
、
職
員
体
制
を
ど
う
執
っ
て
い
く

か
考
え
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
市
長
選
挙
と
災
害

に
つ
い
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
者
の
支

援
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

市政クラブ　原田　裕文 議員

【一般質問】
質
問
　
子
ど
も
総
合
局
は
放
課
後
の

居
場
所
を
担
当
す
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
子
ど
も
総
合
局
は
子
ど
も
政

策
を
担
当
す
る
の
で
、
放
課
後
の
居

場
所
も
担
当
す
る
。

質
問
　
学
校
に
行
か
な
い
児
童
生
徒

の
居
場
所
の
必
要
性
を
伺
う
。

市
長
　
で
き
る
だ
け
多
様
な
居
場
所

が
用
意
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

質
問
　
地
域
に
合
っ
た
形
で
の
、
周

辺
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
現
在
設
立
さ
れ
、
効
果
的
に

活
動
し
て
い
る
住
民
自
治
組
織
や
地

域
団
体
の
在
り
方
を
検
証
し
、
そ
の

地
域
に
あ
っ
た
組
織
体
制
・
運
営
体

制
を
地
域
ご
と
に
住
民
の
方
と
創
っ

て
い
く
。

質
問
　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
移
行

準
備
事
業
の
目
的
を
伺
う
。

部
長
　
生
活
福
祉
に
か
か
わ
る
課
題

が
複
雑
化
・
複
合
化
し
て
き
て
い
る

中
、
従
来
の
支
援
体
制
で
は
ケ
ア
し

に
く
い
ケ
ー
ス
や
表
面
化
し
に
く
い

問
題
に
対
応
す
る
た
め
地
域
共
生
社

会
と
い
う
概
念
に

基
づ
き
、
市
町
村

が
包
括
的
な
支
援

体
制
を
円
滑
に
構

築
、
実
践
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
る
。

市民クラブ　中島　章二 議員

【一般質問】
質
問
　
日
田
市
の
魅
力
を
世
界
に
発

信
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

市
長
　
観
光
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
な
が
ら
私
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
。

質
問
　
東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て
市

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
整
備
計
画
路
線
格
上
げ
を
目

指
し
取
組
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
日
田
市
の
先
人
、
大
鶴
の
井

上
準
之
助
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

に
推
薦
し
、
提
案
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長
　
そ
の
効
果
は
非
常
に
大
き
い

が
知
名
度
的
に
難
し
い
と
考
え
る
。

質
問
　
周
辺
地
域
の
総
合
振
興
を
進

め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
天
ヶ
瀬
温
泉

街
の
復
旧
復
興
を
ど
う
す
る
か
。

市
長
　
重
要
な
観
光
地
で
あ
り
、
被

災
前
以
上
の
温
泉
街
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
む
。

質
問
　
周
辺
地
域
で
の
意
見
や
要
望

と
は
、
ど
ん
な
こ
と
か
。

市
長
　
若
者
が
地
域
に
残
る
、
企
業

誘
致
や
仕
事
の
確
保
、
高
齢
者
の
移

動
な
ど
、
今
後

も
地
域
に
出
向

き
住
民
に
寄
り

添
い
周
辺
地
域

の
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

市政クラブ　岩見　泉哉 議員

【一般質問】
質
問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
お
い
て
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
が
抱
え

る
問
題
点
、
課
題
は
何
か
。

部
長
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
会
計
事
務
や

放
課
後
児
童
支
援
員
の
給
与
計
算
、

支
払
い
な
ど
様
々
な
業
務
が
負
担
に

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

の
一
元
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

市
長
　
運
営
主
体
は
、
市
が
責
任
を
も

っ
て
一
括
し
て
委
託
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
総
合
局
は
組
織
の
変
更
な
の
で
、

で
き
る
だ
け
急
ぐ
予
定
だ
が
少
し
時

間
が
か
か
る
と
考
え
る
。
居
場
所
に

つ
い
て
は
、
総
合
局
の
設
置
を
待
た

ず
に
、
で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
公
園
整
備
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

市政クラブ　中𠩤　晴剛 議員

　レ
デ
ィ
メ
イ
ド
方
式
の
用
地
造
成
へ

の
方
針
転
換
の
考
え
は
な
い
か
？

質
問　レ

デ
ィ
メ
イ
ド
方
式
の
用
地
確
保
も

今
後
考
え
る

回
答

　子
ど
も
総
合
局
の
持
つ
機
能
は
？

質
問　学

校
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
困
り

に
対
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
解
決
に
つ

な
げ
る
機
能
を
持
た
せ
る

回
答

　周
辺
地
域
の
振
興
、
天
ヶ
瀬
温
泉
街

の
復
旧
復
興
を
ど
う
す
る
か
？

質
問　今

後
も
、
地
域
に
出
向
き
、
住
民
に

寄
り
添
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

回
答

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
一
元

化
は
ど
う
進
め
る
か
？

質
問　運

営
主
体
は
市
が
責
任
を
も
っ
て
一

括
し
て
委
託
し
た
い

回
答
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【一般質問】
質
問
　
再
三
被
災
し
た
場
所
に
つ
い

て
、
工
夫
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
復
旧
は
国
の
基
準
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
設
計
以
上

の
流
水
で
越
流
し
ブ
ロ
ッ
ク
裏
を
洗

堀
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。
家
屋
等

に
被
害
を
及
ぼ
し
た
箇
所
に
つ
い
て

は
、
原
因
を
考
慮
し
、
護
岸
の
嵩
上

げ
等
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
と
る
。

質
問
　
小
迫
辻
原
遺
跡
の
活
用
は
ど

う
す
る
の
か
。

次
長
　
保
存
活
用
計
画
を
策
定
し
、

保
存
す
る
た
め
に
、
土
地
の
公
有
化

を
し
て
い
る
。
併
せ
て
膨
大
な
調
査

資
料
か
ら
文
化
庁
へ
報
告
書
刊
行
を

手
が
け
て
い
る
。
活
用
に
つ
い
て
は

遺
跡
の
公
開
活
用
以
外
に
使
う
こ
と

は
で
き
ず
、
報
告
書
に
基
づ
く
整
備

基
本
計
画
の
策
定
を
急
ぐ
。

質
問
　
体
験
型
の
観
光
に
注
力
し
て

は
ど
う
か
。

部
長
　
祭
り
や
作
陶
等
の
体
験
型
観

光
の
可
能

性
は
認
識

し
て
い
る
。

今
後
も
商

品
開
発
に

努
め
る
。

市政クラブ　財津　幹雄 議員

【一般質問】
質
問
　
帯
状
疱
疹
は
、
50
歳
以
上
の

方
が
多
く
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
費
用
の
助

成
は
で
き
な
い
か
。

部
長
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
助
成
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
国

の
動
向
や
、
他
の
自
治
体
の
状
況
等

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
市
長
は
日
田
市
の
状
況
を
と

ら
え
、
少
子
化
対
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

市
長
　
ま
ず
は
若
い
世
代
が
残
れ
る
、

戻
れ
る
、
住
み
た
い
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
、
若
い
世
代
の
仕
事
の
選
択

肢
を
増
や
す
こ
と
、
徹
底
し
た
子
育

て
支
援
、
こ
の
２
つ
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
私
も
議
員

と
同
じ
よ
う
に
、
少
子
化
対
策
は
待

っ
た
な
し
、
緊
急
度
が
高
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
不
登
校
に
対
す
る

市
の
取
組
、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

公明党　松野　勝美 議員

【一般質問】
質
問
　
頻
発
す
る
災
害
に
対
し
、
市

は
、
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
い
、
次
の
災
害
に
備
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

部
長
　
課
題
の
整
理
、
改
善
策
や
要

望
を
集
約
。
災
害
発
生
時
、
経
験
者

を
対
策
班
に
配
置
す
る
体
制
を
構
築

す
る
ほ
か
、
全
職
員
が
対
応
で
き
る

よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
他
の
部
署
と
の
連
携
や
被
災

者
へ
の
配
慮
を
前
提
と
し
た
対
応
は

ど
う
か
。

部
長
　
被
災
者
の
声
や
課
題
を
確
認

し
、
よ
り
よ
い
対
応
に
取
り
組
む
。

質
問
　
地
区
防
災
計
画
は
、
市
民
主

体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民
参
画
、

防
災
減
災
意
識
の
向
上
、
自
助
共
助

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
防
災
士
会
や
自
主
防
災
組
織

の
共
助
も
必
要
と
な
る
た
め
、
検
討

し
て
い
く
。

質
問
　
防
災
減
災
の
取
組
は
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
や
高
齢
者
な
ど
福
祉
政

策
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長
　
安
心
で
き
る
暮
ら
し
に
は
福

祉
と
防
災
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
と

の
連
携
が
重
要
だ
。
推
進
し
て
い
く
。

無所属　髙倉　貴子 議員

【一般質問】
質
問
　
市
長
就
任
に
あ
た
り
職
員
と

の
信
頼
関
係
は
ど
の
よ
う
に
構
築
す

る
の
か
。
ま
た
、
行
政
運
営
に
お
け

る
市
長
責
任
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
市
政
に
対
す
る
考
え
、
思
い

を
職
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
浸
透
さ

せ
な
が
ら
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
。

ま
た
、
職
員
に
は
前
例
に
と
ら
わ
れ

ず
、
新
し
い
こ
と
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
の
結
果
、

良
い
方
向
に
進
ま
な
い
場
合
が
あ
っ

て
も
、
最
終
的
な
責
任
は
市
長
に
あ

る
。

質
問
　
JR
日
田
彦
山
線
線
路
跡
地
の

草
刈
り
な
ど
維
持
管
理
は
、
JR
九
州

が
適
切
に
行
う
と
の
確
約
は
で
き
た

の
か
伺
う
。

部
長
　
地
域
か
ら
の
要
望
に
は
、
適

宜
対
応
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。
な

お
、
行
政
側
の
窓
口
は
、
各
振
興
セ

ン
タ
ー
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
、

要
望
は
確
実
に
JR
九
州
に
伝
え
、
状

況
を
見
守
っ
て
い
く
。

市民クラブ　梶原　信幸 議員JR日田彦山線線路跡地

再度被災した県道宝珠山日田線

　何
度
も
被
災
し
た
護
岸
等
は
予
防
的

復
旧
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

質
問　再

度
被
災
し
な
い
よ
う
に
被
災
箇
所

を
調
査
し
対
応
す
る

回
答

　市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
帯
状
疱
疹
に

関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る
べ
き
で
は
？

質
問　他

市
を
参
考
に
し
な
が
ら
早
速
掲
載

し
た
い

回
答　県

内
初
の
女
性
市
長
と
し
て
の
行
政

運
営
の
考
え
方
は
？

質
問　暮

ら
し
や
仕
事
の
現
場
に
届
き
に
く

い
女
性
の
声
を
聞
き
市
政
に
反
映
す
る

回
答

　市
民
主
体
で
取
り
組
む
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
防
災
計
画
を
！

質
問　地

域
住
民
・
自
主
防
災
組
織
・
防
災

士
会
と
連
携
し
て
進
め
る

回
答
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【一般質問】
質
問
　
再
三
被
災
し
た
場
所
に
つ
い

て
、
工
夫
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
復
旧
は
国
の
基
準
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
設
計
以
上

の
流
水
で
越
流
し
ブ
ロ
ッ
ク
裏
を
洗

堀
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。
家
屋
等

に
被
害
を
及
ぼ
し
た
箇
所
に
つ
い
て

は
、
原
因
を
考
慮
し
、
護
岸
の
嵩
上

げ
等
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
と
る
。

質
問
　
小
迫
辻
原
遺
跡
の
活
用
は
ど

う
す
る
の
か
。

次
長
　
保
存
活
用
計
画
を
策
定
し
、

保
存
す
る
た
め
に
、
土
地
の
公
有
化

を
し
て
い
る
。
併
せ
て
膨
大
な
調
査

資
料
か
ら
文
化
庁
へ
報
告
書
刊
行
を

手
が
け
て
い
る
。
活
用
に
つ
い
て
は

遺
跡
の
公
開
活
用
以
外
に
使
う
こ
と

は
で
き
ず
、
報
告
書
に
基
づ
く
整
備

基
本
計
画
の
策
定
を
急
ぐ
。

質
問
　
体
験
型
の
観
光
に
注
力
し
て

は
ど
う
か
。

部
長
　
祭
り
や
作
陶
等
の
体
験
型
観

光
の
可
能

性
は
認
識

し
て
い
る
。

今
後
も
商

品
開
発
に

努
め
る
。

市政クラブ　財津　幹雄 議員

【一般質問】
質
問
　
帯
状
疱
疹
は
、
50
歳
以
上
の

方
が
多
く
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
費
用
の
助

成
は
で
き
な
い
か
。

部
長
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
助
成
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
国

の
動
向
や
、
他
の
自
治
体
の
状
況
等

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
市
長
は
日
田
市
の
状
況
を
と

ら
え
、
少
子
化
対
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

市
長
　
ま
ず
は
若
い
世
代
が
残
れ
る
、

戻
れ
る
、
住
み
た
い
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
、
若
い
世
代
の
仕
事
の
選
択

肢
を
増
や
す
こ
と
、
徹
底
し
た
子
育

て
支
援
、
こ
の
２
つ
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
私
も
議
員

と
同
じ
よ
う
に
、
少
子
化
対
策
は
待

っ
た
な
し
、
緊
急
度
が
高
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
不
登
校
に
対
す
る

市
の
取
組
、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

公明党　松野　勝美 議員

【一般質問】
質
問
　
頻
発
す
る
災
害
に
対
し
、
市

は
、
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
い
、
次
の
災
害
に
備
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

部
長
　
課
題
の
整
理
、
改
善
策
や
要

望
を
集
約
。
災
害
発
生
時
、
経
験
者

を
対
策
班
に
配
置
す
る
体
制
を
構
築

す
る
ほ
か
、
全
職
員
が
対
応
で
き
る

よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
他
の
部
署
と
の
連
携
や
被
災

者
へ
の
配
慮
を
前
提
と
し
た
対
応
は

ど
う
か
。

部
長
　
被
災
者
の
声
や
課
題
を
確
認

し
、
よ
り
よ
い
対
応
に
取
り
組
む
。

質
問
　
地
区
防
災
計
画
は
、
市
民
主

体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民
参
画
、

防
災
減
災
意
識
の
向
上
、
自
助
共
助

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
防
災
士
会
や
自
主
防
災
組
織

の
共
助
も
必
要
と
な
る
た
め
、
検
討

し
て
い
く
。

質
問
　
防
災
減
災
の
取
組
は
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
や
高
齢
者
な
ど
福
祉
政

策
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長
　
安
心
で
き
る
暮
ら
し
に
は
福

祉
と
防
災
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
と

の
連
携
が
重
要
だ
。
推
進
し
て
い
く
。

無所属　髙倉　貴子 議員

【一般質問】
質
問
　
市
長
就
任
に
あ
た
り
職
員
と

の
信
頼
関
係
は
ど
の
よ
う
に
構
築
す

る
の
か
。
ま
た
、
行
政
運
営
に
お
け

る
市
長
責
任
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
市
政
に
対
す
る
考
え
、
思
い

を
職
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
浸
透
さ

せ
な
が
ら
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
。

ま
た
、
職
員
に
は
前
例
に
と
ら
わ
れ

ず
、
新
し
い
こ
と
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
の
結
果
、

良
い
方
向
に
進
ま
な
い
場
合
が
あ
っ

て
も
、
最
終
的
な
責
任
は
市
長
に
あ

る
。

質
問
　
JR
日
田
彦
山
線
線
路
跡
地
の

草
刈
り
な
ど
維
持
管
理
は
、
JR
九
州

が
適
切
に
行
う
と
の
確
約
は
で
き
た

の
か
伺
う
。

部
長
　
地
域
か
ら
の
要
望
に
は
、
適

宜
対
応
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。
な

お
、
行
政
側
の
窓
口
は
、
各
振
興
セ

ン
タ
ー
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
、

要
望
は
確
実
に
JR
九
州
に
伝
え
、
状

況
を
見
守
っ
て
い
く
。

市民クラブ　梶原　信幸 議員JR日田彦山線線路跡地

再度被災した県道宝珠山日田線

　何
度
も
被
災
し
た
護
岸
等
は
予
防
的

復
旧
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

質
問　再

度
被
災
し
な
い
よ
う
に
被
災
箇
所

を
調
査
し
対
応
す
る

回
答

　市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
帯
状
疱
疹
に

関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る
べ
き
で
は
？

質
問　他

市
を
参
考
に
し
な
が
ら
早
速
掲
載

し
た
い

回
答　県

内
初
の
女
性
市
長
と
し
て
の
行
政

運
営
の
考
え
方
は
？

質
問　暮

ら
し
や
仕
事
の
現
場
に
届
き
に
く

い
女
性
の
声
を
聞
き
市
政
に
反
映
す
る

回
答

　市
民
主
体
で
取
り
組
む
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
防
災
計
画
を
！

質
問　地

域
住
民
・
自
主
防
災
組
織
・
防
災

士
会
と
連
携
し
て
進
め
る

回
答
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【一般質問】
質
問
　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
造
成
工

事
が
着
手
さ
れ
る
と
思
う
が
、
近
隣

住
民
へ
の
説
明
会
は
い
つ
の
時
点
で

説
明
を
す
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
建
設
予
定
地
で
あ
る
山
田
町

建
設
委
員
会
へ
９
月
28
日
に
説
明
会

を
予
定
し
て
お
り
、
山
田
町
を
含
む

周
辺
住
民
の
方
へ
の
説
明
会
は
、
今

後
計
画
し
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問
　
地
方
債
、
い
わ
ゆ
る
借
金
が

一
般
財
源
３
４
３
億
円
、
上
下
水
道

で
１
４
３
億
円
、
合
計
約
４
８
６
億

円
あ
り
、
今
後
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
建
設
費
等
で
益
々
増
え
る
一
方
で

あ
る
。
給
食
費
の
完
全
無
償
化
で
は

な
く
、
半
額
に
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

市
長
　
現
在
の
市
の
財
政
状
況
が
そ

う
厳
し
い
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
厳
し
く
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
や
っ

て
い
る
自
治
体
が
県
内
に
も
あ
り
、

そ
の
自
治
体
は

必
ず
し
も
余
裕

が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
。
財
政

の
中
で
何
を
優

先
す
る
か
と
い

う
考
え
方
だ
と

思
う
。

市政クラブ　梅原　竜也 議員

令和５年度　議会報告・意見交換会を開催します
　議員が地域の皆さんと直接お会し、議会の活動等について報告するとともに、皆さんからの
意見や提言をお聞きするため、議会報告・意見交換会を開催します。
　開催日程は、下記のとおりです。多くの方のご来場をお待ちしています。

11月 8 日（水）

11月 9 日（木）

11月13日（月）

11月14日（火）

11月15日（水）

11月16日（木）

11月20日（月）

11月22日（水）

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

19：30～21：00

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

天瀬公民館、大山公民館

日隈公民館、若宮公民館、上津江公民館

三花公民館、小野公民館、中津江公民館

三芳公民館、桂林公民館、前津江公民館

高瀬公民館、五和公民館

咸宜公民館

光岡公民館、夜明公民館

朝日公民館、大鶴公民館、西有田公民館

東有田公民館

月　　日 時　　間 会　　　　　場

　新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
近
隣
自
治
会
で

協
議
会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
？

質
問　協

議
会
は
設
置
せ
ず
、
個
別
に
丁
寧

に
対
応
し
て
い
く

回
答

報 告

各
委
員
会
の

議
案
等
の
審
査
結
果

●
総
務
環
境
委
員
会
●

令
和
５
年
度
日
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
３
億
２
５
８
万
８
千

円
を
全
額
可
決
。
ま
た
本
年
７

月
補
正
予
算
（
専
決
分
）
13
億

９
６
７
９
万
２
千
円
を
承
認

●
教
育
福
祉
委
員
会
●

災
害
復
旧
対
策
に
係
る
各
種
事
業

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

 

今
回
の
補
正
予
算
は
、
７
月
専
決

分
と
し
て
は
、
本
年
７
月
に
発
生
し

た
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
に
係
る
災

害
に
対
応
す
る
応
急
復
旧
費
用
（
住

家
の
障
害
物
撤
去
や
ご
み
処
理
、
被

災
家
屋
の
解
体
撤
去
費
へ
の
助
成
、

浄
化
槽
等
の
土
砂
撤
去
や
運
搬
）
に

つ
い
て
、
国
・
県
支
出
金
１
億
９
２

２
９
万
２
千
円
の
他
、
災
害
対
策
基

金
８
億
５
１
０
０
万
円
な
ど
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
９
月
補
正
分
と
し
て
は
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
を

支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
す
る
給
付
金
支
給
事
業
や
、

令
和
２
年
女
子
畑
用
水
路
災
害
復
旧

事
業
の
増
額
を
行
う
た
め
、
国
庫
支

出
金
や
県
支
出
金
を
増
額
し
、
不
足

す
る
財
源
を
基
金
繰
入
や
前
年
度
繰

越
金
な
ど
に
よ
り
措
置
す
る
も
の
で

す
。

●
工
事
委
託
契
約
の
締
結

　
日
田
市
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
造
成

工
事
に
係
る
工
事
委
託
契
約
の
締
結

を
行
う
も
の
。

　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
建
設

費
の
増
額
や
稼
働
後
の
運
営
に
つ
い

て
、
議
会
は
も
と
よ
り
市
民
へ
の
十

分
な
情
報
提
供
や
よ
り
丁
寧
な
説
明

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
所
管
委
員
会
と
し
て
も
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

市
民
や
議
会
へ
十
分
な
情
報
提

供
や
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
を

●
災
害
救
助
費
・
災
害
被
災
者
住
宅

再
建
支
援
金
給
付
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
梅
雨
前
線
に
よ
る

大
雨
で
、
居
住
住
宅
が
半
壊
以
上
の

損
壊
又
は
床
上
浸
水
し
た
被
災
者
に

対
し
、
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
金
を

給
付
す
る
も
の
で
す
。

　
基
礎
支
援
金
は
、
罹
災
か
ら
13
か

月
が
申
請
受
付
期
限
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
支
援
金
の
対

象
で
あ
っ
て
も
給
付
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
被
災
者
へ
の
相
談
機
会
を
設

け
、
支
援
金
の
支
給
漏
れ
が
な
い
よ

う
手
立
て
を
尽
く
す
こ
と
を
要
望
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
加
算
支
援
金
は
、
罹
災
か

ら
37
か
月
が
申
請
受
付
期
限
と
な
っ

て
お
り
、
災
害
援
護
支
援
金
貸
付
金

の
活
用
と
合
わ
せ
て
、
被
災
者
に
寄

り
添
っ
た
相
談
を
積
極
的
に
受
け
付

け
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

●
公
共
文
教
施
設
災
害
復
旧
費
・
公

立
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
７
月
の
大
雨
に
よ

り
、
被
害
を
受
け
た
学
校
施
設
を
復

旧
す
る
も
の
で
す
が
、
復
旧
に
あ
た

っ
て
は
、
原
形
復
旧
だ
け
で
な
く
、

再
び
被
災
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な

復
旧
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
要
望
し
ま
し
た
。

●
体
育
施
設
災
害
復
旧
費
・
財
津
町

ス
ポ
ー
ツ
広
場
災
害
復
旧
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
７
月
の
大
雨
に
よ

り
、
花
月
川
が
越
水
し
、
財
津
町
ス

ポ
ー
ツ
広
場
内
の
護
岸
と
当
該
広
場

の
境
部
分
の
土
砂
が
洗
堀
さ
れ
、
流

出
し
た
こ
と
へ
の
応
急
処
置
を
図
る

も
の
で
す
。
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場

と
し
て
の
利
用
が
少
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
活
用

も
含
め
て
関
係
す
る
住
民
や
団
体
と

十
分
協
議
し
、

災
害
復
旧
の

方
針
を
慎
重

に
検
討
す
る

こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。
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【一般質問】
質
問
　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
造
成
工

事
が
着
手
さ
れ
る
と
思
う
が
、
近
隣

住
民
へ
の
説
明
会
は
い
つ
の
時
点
で

説
明
を
す
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
建
設
予
定
地
で
あ
る
山
田
町

建
設
委
員
会
へ
９
月
28
日
に
説
明
会

を
予
定
し
て
お
り
、
山
田
町
を
含
む

周
辺
住
民
の
方
へ
の
説
明
会
は
、
今

後
計
画
し
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問
　
地
方
債
、
い
わ
ゆ
る
借
金
が

一
般
財
源
３
４
３
億
円
、
上
下
水
道

で
１
４
３
億
円
、
合
計
約
４
８
６
億

円
あ
り
、
今
後
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
建
設
費
等
で
益
々
増
え
る
一
方
で

あ
る
。
給
食
費
の
完
全
無
償
化
で
は

な
く
、
半
額
に
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

市
長
　
現
在
の
市
の
財
政
状
況
が
そ

う
厳
し
い
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
厳
し
く
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
や
っ

て
い
る
自
治
体
が
県
内
に
も
あ
り
、

そ
の
自
治
体
は

必
ず
し
も
余
裕

が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
。
財
政

の
中
で
何
を
優

先
す
る
か
と
い

う
考
え
方
だ
と

思
う
。

市政クラブ　梅原　竜也 議員

令和５年度　議会報告・意見交換会を開催します
　議員が地域の皆さんと直接お会し、議会の活動等について報告するとともに、皆さんからの
意見や提言をお聞きするため、議会報告・意見交換会を開催します。
　開催日程は、下記のとおりです。多くの方のご来場をお待ちしています。

11月 8 日（水）

11月 9 日（木）

11月13日（月）

11月14日（火）

11月15日（水）

11月16日（木）

11月20日（月）

11月22日（水）

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

19：30～21：00

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：30

天瀬公民館、大山公民館

日隈公民館、若宮公民館、上津江公民館

三花公民館、小野公民館、中津江公民館

三芳公民館、桂林公民館、前津江公民館

高瀬公民館、五和公民館

咸宜公民館

光岡公民館、夜明公民館

朝日公民館、大鶴公民館、西有田公民館

東有田公民館

月　　日 時　　間 会　　　　　場

　新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
近
隣
自
治
会
で

協
議
会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
？

質
問　協

議
会
は
設
置
せ
ず
、
個
別
に
丁
寧

に
対
応
し
て
い
く

回
答

報 告

各
委
員
会
の

議
案
等
の
審
査
結
果

●
総
務
環
境
委
員
会
●

令
和
５
年
度
日
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
３
億
２
５
８
万
８
千

円
を
全
額
可
決
。
ま
た
本
年
７

月
補
正
予
算
（
専
決
分
）
13
億

９
６
７
９
万
２
千
円
を
承
認

●
教
育
福
祉
委
員
会
●

災
害
復
旧
対
策
に
係
る
各
種
事
業

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

 

今
回
の
補
正
予
算
は
、
７
月
専
決

分
と
し
て
は
、
本
年
７
月
に
発
生
し

た
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
に
係
る
災

害
に
対
応
す
る
応
急
復
旧
費
用
（
住

家
の
障
害
物
撤
去
や
ご
み
処
理
、
被

災
家
屋
の
解
体
撤
去
費
へ
の
助
成
、

浄
化
槽
等
の
土
砂
撤
去
や
運
搬
）
に

つ
い
て
、
国
・
県
支
出
金
１
億
９
２

２
９
万
２
千
円
の
他
、
災
害
対
策
基

金
８
億
５
１
０
０
万
円
な
ど
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
９
月
補
正
分
と
し
て
は
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
を

支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
す
る
給
付
金
支
給
事
業
や
、

令
和
２
年
女
子
畑
用
水
路
災
害
復
旧

事
業
の
増
額
を
行
う
た
め
、
国
庫
支

出
金
や
県
支
出
金
を
増
額
し
、
不
足

す
る
財
源
を
基
金
繰
入
や
前
年
度
繰

越
金
な
ど
に
よ
り
措
置
す
る
も
の
で

す
。

●
工
事
委
託
契
約
の
締
結

　
日
田
市
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
造
成

工
事
に
係
る
工
事
委
託
契
約
の
締
結

を
行
う
も
の
。

　
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
建
設

費
の
増
額
や
稼
働
後
の
運
営
に
つ
い

て
、
議
会
は
も
と
よ
り
市
民
へ
の
十

分
な
情
報
提
供
や
よ
り
丁
寧
な
説
明

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
所
管
委
員
会
と
し
て
も
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

市
民
や
議
会
へ
十
分
な
情
報
提

供
や
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
を

●
災
害
救
助
費
・
災
害
被
災
者
住
宅

再
建
支
援
金
給
付
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
梅
雨
前
線
に
よ
る

大
雨
で
、
居
住
住
宅
が
半
壊
以
上
の

損
壊
又
は
床
上
浸
水
し
た
被
災
者
に

対
し
、
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
金
を

給
付
す
る
も
の
で
す
。

　
基
礎
支
援
金
は
、
罹
災
か
ら
13
か

月
が
申
請
受
付
期
限
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
支
援
金
の
対

象
で
あ
っ
て
も
給
付
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
被
災
者
へ
の
相
談
機
会
を
設

け
、
支
援
金
の
支
給
漏
れ
が
な
い
よ

う
手
立
て
を
尽
く
す
こ
と
を
要
望
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
加
算
支
援
金
は
、
罹
災
か

ら
37
か
月
が
申
請
受
付
期
限
と
な
っ

て
お
り
、
災
害
援
護
支
援
金
貸
付
金

の
活
用
と
合
わ
せ
て
、
被
災
者
に
寄

り
添
っ
た
相
談
を
積
極
的
に
受
け
付

け
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

●
公
共
文
教
施
設
災
害
復
旧
費
・
公

立
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
７
月
の
大
雨
に
よ

り
、
被
害
を
受
け
た
学
校
施
設
を
復

旧
す
る
も
の
で
す
が
、
復
旧
に
あ
た

っ
て
は
、
原
形
復
旧
だ
け
で
な
く
、

再
び
被
災
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な

復
旧
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
要
望
し
ま
し
た
。

●
体
育
施
設
災
害
復
旧
費
・
財
津
町

ス
ポ
ー
ツ
広
場
災
害
復
旧
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
７
月
の
大
雨
に
よ

り
、
花
月
川
が
越
水
し
、
財
津
町
ス

ポ
ー
ツ
広
場
内
の
護
岸
と
当
該
広
場

の
境
部
分
の
土
砂
が
洗
堀
さ
れ
、
流

出
し
た
こ
と
へ
の
応
急
処
置
を
図
る

も
の
で
す
。
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場

と
し
て
の
利
用
が
少
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
活
用

も
含
め
て
関
係
す
る
住
民
や
団
体
と

十
分
協
議
し
、

災
害
復
旧
の

方
針
を
慎
重

に
検
討
す
る

こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。
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●
山
仕
事
就
業
促
進
事
業
　
　

　
本
事
業
は
、
森
林
伐
採
後
の
再
造

林
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
と

な
る
人
材
の
募
集
活
動
を
、
各
種
研

修
、
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
パ
ッ
ケ

ー
ジ
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
本
事
業
を
通
じ
て
若
年
層
や
新
規

就
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と

も
に
、
ひ
た
森
の
担
い
手
づ
く
り
協

議
会
と
強
固
に
連
携
を
し
て
、
費
用

対
効
果
を
意
識
し
な
が
ら
、
事
業
を

よ
り
良
い
方
向
に
進
め
る
こ
と
を
、

要
望
し
ま
し
た
。

●
災
害
復
旧
全
般

　
令
和
５
年
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨

に
係
る
災
害
復
旧
事
業
全
般
に
つ
い

て
は
農
林
、
土
木
被
害
を
中
心
に
、

特
に
小
野
、
大
鶴
地
区
で
の
被
害
は

甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先

の
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災

害
を
受
け
、
復
旧
し
た
箇
所
に
お
い

て
も
、
今
回
の
大
雨
に
よ
り
再
度
崩

壊
し
て
い
る
場
所
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
様
な
現
状
を
踏
ま
え
、
被

災
状
況
に
よ
っ
て
は
国
、
県
に
原
形

復
旧
で
は
な
く
改
良
復
旧
を
強
く
求

め
る
と
共
に
、
事
業
者
や
関
係
す
る

地
元
住
民
と
連
携
し
、
速
や
か
な
復

旧
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
し
た
方
々
の
心
痛
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
被
災

状
況
の
聞
き
取
り
方
法
や
現
地
で
の

対
応
に
関
し
て
は
検
証
や
改
善
に
取

り
組
み
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
、
要
望
し
ま
し
た
。

●
産
業
建
設
委
員
会
●

原
形
復
旧
だ
け
で
は
な
く
、
状
況
に

応
じ
、
改
良
復
旧
を
強
く
求
め
る
！

　
日
田
市
議
会
で
は
、
毎
年
春
と
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
街

頭
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
日
田
警
察
署
や
大
分
県

交
通
安
全
協
会
日
田
支
部
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
９
月
25
日
（
月
）
午

後
５
時
過
ぎ
か
ら
、
市
役
所
前
交
差

点
で
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
や
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事

故
防
止
及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶
な
ど

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　―

議
員
が
街
頭
活
動―

議
会
の
う
ご
き

　
９
月
27
日
（
水)

、
パ
ト
リ
ア
日
田

内
の
進
撃
の
日
田
カ
フ
ェ
に
て
Ｂ
Ｒ

Ｔ
沿
線
自
治
体
議
会
で
の
意
見
交
換

会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

沿
線
自
治
体
議
会
と
し
て
、
日
田
市

議
会
、
添
田
町
議
会
、
東
峰
村
議
会

の
議
員
が
集
ま
り
、
意
見
交
換
を
行

う
も
の
で
、
初
め
て
の
試
み
と
な
り

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
ト
ー
ク
テ
ー

マ
を
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
３
市
町
村
、
ま
ち
づ

く
り
」
と
設
定
し
、
４
班
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
田
市
議
会
で
は
、
事
前
に
Ｂ
Ｒ

Ｔ
に
乗
車
し
、
具
体
的
な
感
想
や
、

課
題
な
ど
を
中
心
に
、
議
論
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
を
進
め
る
中
で
は
、｢

自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
価

値
に
気
付
き
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
意

日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン

沿
線
自
治
体
議
会
で
意
見
交
換

見
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の

価
値
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
市
外

の
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
、
一
つ

の
手
段
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
気
付
か

な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
も
３
市
町
村
議
会

が
協
力
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
連
携
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
、
１
時
間
ほ
ど
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
実
り
の
あ
る
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　
江
嶋
久
典
氏
を
教
育
委
員
会
教
育

長
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
氏
は
、
日
田
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
長
、
日
田
市
立
三
隈
中
学
校

校
長
等
を
歴
任
。

　
任
期
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
、
令
和
７
年
11
月
14
日
ま
で
で
す
。

日
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命

日
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

江嶋 久典 氏
（誠和町）

　
次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

木
下
　靖
郎
　
氏
（
大
日
町
）

　
次
の
方
々
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

水
之
江
陽
子
　
氏
（
三
河
町
）

髙
倉
　誠
二
　
氏
（
天
瀬
町
）

河
津
　文
昭
　
氏
（
大
山
町
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

※日程は変更になる場合があります。
１１月２９日（水）
１２月　６日（水）

～　　　
１１日（月）
１３日（水）
１４日（木）
～　　　

１８日（月）
２０日（水）

本会議（議案説明）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

委員会（議案審査）

本会議（討論・採決）

第４回（12月）定例会の予定

公職選挙法（寄附行為）に関する 虚礼廃止に ご理解とご協力を！Q&A
Q 議員が、従来から慣行として行われているお歳暮、お年賀など

を選挙区内の市民に対して贈ることができますか。
親族に対して贈る場合を除き、寄附に当たりますので、禁止さ
れています。
議員が、選挙区内の市民に対して、年賀状を出すことができま
すか。
親族に対して行う場合及び答礼のための自筆によるものを除き、
禁止されています。例えば、パソコンや裏面印刷による年賀状
は、自筆によるものと認められませんので禁止されています。

Q
A

A

　この他、議員が、団体の総会や運動
会などで、寸志・ご祝儀やお酒を出す
こと、親族以外へ贈るお中元・病気見
舞い・入学祝いなど、従来から慣行と
して行われていることであっても、寄
附に当たりますので禁止されています。
　また、議員に対し、市民がこれらを
求めることも違反となります。

　ひた市議会だよりをご愛読いただき、
ありがとうございます。議会だよりを
ご覧になったご意見・ご感想をお聞か
せください。いただきましたご意見等
は、皆様からの貴重な声として、参考
にさせていただきます。
○ＦＡＸ　２２ー８２４９
○メール　gikai@city.hita.oita.jp
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●
山
仕
事
就
業
促
進
事
業
　
　

　
本
事
業
は
、
森
林
伐
採
後
の
再
造

林
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
と

な
る
人
材
の
募
集
活
動
を
、
各
種
研

修
、
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
パ
ッ
ケ

ー
ジ
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
本
事
業
を
通
じ
て
若
年
層
や
新
規

就
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と

も
に
、
ひ
た
森
の
担
い
手
づ
く
り
協

議
会
と
強
固
に
連
携
を
し
て
、
費
用

対
効
果
を
意
識
し
な
が
ら
、
事
業
を

よ
り
良
い
方
向
に
進
め
る
こ
と
を
、

要
望
し
ま
し
た
。

●
災
害
復
旧
全
般

　
令
和
５
年
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨

に
係
る
災
害
復
旧
事
業
全
般
に
つ
い

て
は
農
林
、
土
木
被
害
を
中
心
に
、

特
に
小
野
、
大
鶴
地
区
で
の
被
害
は

甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先

の
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災

害
を
受
け
、
復
旧
し
た
箇
所
に
お
い

て
も
、
今
回
の
大
雨
に
よ
り
再
度
崩

壊
し
て
い
る
場
所
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
様
な
現
状
を
踏
ま
え
、
被

災
状
況
に
よ
っ
て
は
国
、
県
に
原
形

復
旧
で
は
な
く
改
良
復
旧
を
強
く
求

め
る
と
共
に
、
事
業
者
や
関
係
す
る

地
元
住
民
と
連
携
し
、
速
や
か
な
復

旧
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
し
た
方
々
の
心
痛
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
被
災

状
況
の
聞
き
取
り
方
法
や
現
地
で
の

対
応
に
関
し
て
は
検
証
や
改
善
に
取

り
組
み
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
、
要
望
し
ま
し
た
。

●
産
業
建
設
委
員
会
●

原
形
復
旧
だ
け
で
は
な
く
、
状
況
に

応
じ
、
改
良
復
旧
を
強
く
求
め
る
！

　
日
田
市
議
会
で
は
、
毎
年
春
と
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
街

頭
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
日
田
警
察
署
や
大
分
県

交
通
安
全
協
会
日
田
支
部
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
９
月
25
日
（
月
）
午

後
５
時
過
ぎ
か
ら
、
市
役
所
前
交
差

点
で
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
や
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事

故
防
止
及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶
な
ど

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　―

議
員
が
街
頭
活
動―

議
会
の
う
ご
き

　
９
月
27
日
（
水)

、
パ
ト
リ
ア
日
田

内
の
進
撃
の
日
田
カ
フ
ェ
に
て
Ｂ
Ｒ

Ｔ
沿
線
自
治
体
議
会
で
の
意
見
交
換

会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

沿
線
自
治
体
議
会
と
し
て
、
日
田
市

議
会
、
添
田
町
議
会
、
東
峰
村
議
会

の
議
員
が
集
ま
り
、
意
見
交
換
を
行

う
も
の
で
、
初
め
て
の
試
み
と
な
り

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
ト
ー
ク
テ
ー

マ
を
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
３
市
町
村
、
ま
ち
づ

く
り
」
と
設
定
し
、
４
班
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
田
市
議
会
で
は
、
事
前
に
Ｂ
Ｒ

Ｔ
に
乗
車
し
、
具
体
的
な
感
想
や
、

課
題
な
ど
を
中
心
に
、
議
論
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
を
進
め
る
中
で
は
、｢

自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
価

値
に
気
付
き
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
意

日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン

沿
線
自
治
体
議
会
で
意
見
交
換

見
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の

価
値
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
市
外

の
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
、
一
つ

の
手
段
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
気
付
か

な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
も
３
市
町
村
議
会

が
協
力
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
連
携
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
、
１
時
間
ほ
ど
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
実
り
の
あ
る
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　
江
嶋
久
典
氏
を
教
育
委
員
会
教
育

長
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
氏
は
、
日
田
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
長
、
日
田
市
立
三
隈
中
学
校

校
長
等
を
歴
任
。

　
任
期
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
、
令
和
７
年
11
月
14
日
ま
で
で
す
。

日
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命

日
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

江嶋 久典 氏
（誠和町）

　
次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

木
下
　靖
郎
　
氏
（
大
日
町
）

　
次
の
方
々
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

水
之
江
陽
子
　
氏
（
三
河
町
）

髙
倉
　誠
二
　
氏
（
天
瀬
町
）

河
津
　文
昭
　
氏
（
大
山
町
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

※日程は変更になる場合があります。
１１月２９日（水）
１２月　６日（水）

～　　　
１１日（月）
１３日（水）
１４日（木）
～　　　

１８日（月）
２０日（水）

本会議（議案説明）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

委員会（議案審査）

本会議（討論・採決）

第４回（12月）定例会の予定

公職選挙法（寄附行為）に関する 虚礼廃止に ご理解とご協力を！Q&A
Q 議員が、従来から慣行として行われているお歳暮、お年賀など

を選挙区内の市民に対して贈ることができますか。
親族に対して贈る場合を除き、寄附に当たりますので、禁止さ
れています。
議員が、選挙区内の市民に対して、年賀状を出すことができま
すか。
親族に対して行う場合及び答礼のための自筆によるものを除き、
禁止されています。例えば、パソコンや裏面印刷による年賀状
は、自筆によるものと認められませんので禁止されています。

Q
A

A

　この他、議員が、団体の総会や運動
会などで、寸志・ご祝儀やお酒を出す
こと、親族以外へ贈るお中元・病気見
舞い・入学祝いなど、従来から慣行と
して行われていることであっても、寄
附に当たりますので禁止されています。
　また、議員に対し、市民がこれらを
求めることも違反となります。

　ひた市議会だよりをご愛読いただき、
ありがとうございます。議会だよりを
ご覧になったご意見・ご感想をお聞か
せください。いただきましたご意見等
は、皆様からの貴重な声として、参考
にさせていただきます。
○ＦＡＸ　２２ー８２４９
○メール　gikai@city.hita.oita.jp



編
集
後
記

　
９
月
議
会
の
傍
聴
席
は
、
本
会
議

の
初
日
か
ら
満
員
で
し
た
。
新
た
な

日
田
市
へ
の
期
待
感
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
素
晴
ら
し
い
味
わ
い
の
こ

と
を
醍
醐
味
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
乳
製
品
が
由
来
の
言
葉
で
す
。

　
飛
鳥
時
代
に
伝
わ
っ
た
牛
乳
の
加

工
過
程
を
五
味
と
呼
び
、
５
段
階

「
乳
」
↓
「
酪
」
↓
「
生
酥
」
↓

「
熟
酥
」
↓
「
醍
醐
」
で
最
上
の
物

と
さ
れ
た
の
が
「
醍
醐
」
で
あ
り
、

仏
教
用
語
か
ら
世
間
一
般
に
広
ま
り

ま
し
た
。

　
乳
製
品
と
生
活
が
古
く
か
ら
つ
な

が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
秋
の
夜
長
に
、
牛
乳
を
温
め
て
、

ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（
今
井
　
美
保
）

◎
市
議
会
だ
よ
り
の
お
尋
ね
は
、市
議
会
事
務
局（
☎
㉒
８
２
１
４
）へ
。市
議
会
だ
よ
り
は
、環
境
に
優
し
い「
植
物
油
イ
ン
ク
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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大
分
県
酪
農
業
協
同
組
合
は
、
県

内
の
酪
農
家
が
結
集
し
設
立
さ
れ
た

団
体
で
す
。

　
今
回
は
、
日
田
酪
農
組
合
組
合
長

の
有
冨
孝
利
さ
ん
と
、
大
分
県
酪
農

業
協
同
組
合
日
田
支
所
長
の
石
井
圭

介
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

酪
農
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
状

　
現
在
、
日
田
市
の
酪
農
家
は
21
軒

で
、
50
軒
程
度
あ
っ
た
昔
か
ら
半
数

以
下
に
減
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
人
口
減
や
牛
乳
離
れ
な

ど
の
影
響
で
、
牛
乳
の
消
費
量
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
最
近
で
は
、
飼
料
代
や
燃

料
費
の
値
上
が
り
が
、
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る

と
の
こ
と

で
し
た
。

お
話
を
伺
い
ま
し
た

酪
農
組
合
の
皆
さ
ん
の
願
い

　
よ
り
多
く
の
子
供
た
ち
に
、
も
っ

と
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
夏
休
み
期
間
中
（
８

月
）
に
市
内
18
か
所
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
牛
乳
（
Ｌ

Ｌ
牛
乳
）
を
配
り
ま
し
た
。

　
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
牛
乳
と
は
、
特
殊

な
殺
菌
、
充
填
方
法
で
お
い
し
さ
は

そ
の
ま
ま
、
賞
味
期
限
が
長
く
、
常

温
保
存
が
可
能
な
牛
乳
で
す
。
非
常

用
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
休
止

し
て
い
た
「
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を

日
隈
・
光
岡
・
大
明
・
日
田
っ
子
・

咸
宜
の
５
か
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
再
開
し
ま
し
た
。

モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は

　
今
か
ら
数
十
年
前
に
、
大
分
県
酪

農
業
協
同
組
合
の
青
年
部
と
女
性
部

が
「
搾
乳
体
験｣

「
バ
タ
ー
づ
く
り
」

な
ど
を
県
内
の
子
供
た
ち
を
対
象
に

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
田
支
所

で
も
市
内
の
学
校
を
対
象
に
「
モ
ー

モ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
体
験
学
習
で
は
な
く
、

乳
牛
に
つ
い
て
の
話
や
牛
乳
の
栄
養

な
ど
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
等
を
使
っ
た

出
前
授
業
で
し
た
が
「
今
ま
で
あ
ま

り
牛
乳
を
飲
ん
で
な
か
っ
た
け
ど
、

こ
れ
か
ら
は
飲
も
う
と
思
い
ま
す
」

と
い
っ
た
子
供
の
感
想
や
「
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
大
人
の
方
の
感

想
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
要
望
が
あ
れ
ば
、
食
育
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
一
環
と
し
て
各
学
校
で
も

開
催
し
、
牛

乳
の
消
費
量

拡
大
を
促
進

し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と

で
し
た
。

石井圭介さん有冨孝利さん

8月　モーモースクールの様子

令和元年
モーモースクールの様子

ご   

み

に
ゅ
う

じ
ゅ
く
そ

だ
い 

ご

ら
く

し
ょ
う
そ


